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修士論文要旨
１．研究背景とECD-mgモデルの特徴
　将来の大規模な気候変動は、マラリア感染症を媒介する
媒介蚊であるハマダラカ（Anopheles）の時空間的な分布
を大きく変化させる可能性があることが、多くの先行研究
のなかで示唆されている。しかし、これまでの研究では、各
種気候要素からハマダラカ各種の広域的な時空間的分布を
予測することが十分に出来ていなかった。そこで、
Kashiwada & Ohta（2010: Open. Ecol. J.,3:29-40）
のモデルを改良し、ハマダラカ生息地の水環境と熱環境を
推定する「気候学的プロセス」と、ハマダラカの生活史に基
づきながら生育状況を日単位で記述する「生理生態学的プロ
セス」の二つを結合させたECD-mg（Ecophysiological and 
Climatological Distribution of mosquito generations）
モデルを新たに開発した（Ohta & Kaga 2012: Clim. 
Res.,53:77-88）。
　このモデルの最大の特徴は、一般気象要素のみを入力値
としてハマダラカの生育環境と生育状況それぞれを日単位
で推定可能な点である。本研究ではこのECD-mgモデルを
用いてモンスーンアジア域の広域的なハマダラカ各種の時
空間的分布の特徴を明らかにし、将来の気候変動がハマダ
ラカの生育とマラリア発生率に与える影響を定量的に評価
することを目的とした。
２．ハマダラカの各種の時空間的分布の推定
　モンスーンアジア域でのハマダラカ各種の時空間分布を
表現するため、現在気候下（1961－1990年の30年平年値）
の一般気象データをECD-mgモデルに入力し、各地の成虫
の発生期間と終息期間、および各地のハマダラカの生育を
制限する要因をそれぞれ推定した。推定された結果をモン
スーンアジア域に生息するハマダラカ５種それぞれの実測
データと比較した。その結果、ハマダラカ成虫の発生日と
終息日は地点によって大きく異なるものの、実測と予測の
間の平均二乗誤差は約２－３週間程度と小さかった。また
各種が実際に優占している地域での生息地の気候条件と生
育の制限要因は、種ごとに大きく異なっていた。これらの
結果からECD-mgモデルは、ハマダラカ各種の季節的消長
を正確に再現出来ており、加えて各地域の気候条件の違い
が各種の地理的分布を決定する主な要因であることが分
かった。
３．気候変動がハマダラカの生育とマラリア発生に与える影響
　次に、ハマダラカ生育の安定性の指標として、一年の間
で最大繁殖可能な世代数（Gmax）を地域ごとに算出した。そ
の結果、インドでのGmaxとマラリア患者の年間発生数
（API）の間には有意な正の相関が見られた（図１）。また
将来気候下（2081－2100年,SRES A1b）では現在気候下
（1961－1990年）と比較して、Gmaxはモンスーンアジア全
域で増加傾向にあった（図２）。この二つの結果を総合する
と、ハマダラカの生育は実際のマラリア発生率にも強い影
響を与えており、将来の大規模な気候変動は、ハマダラカ
の生育の安定性を向上させることで、モンスーンアジア域
での潜在的なマラリア発生率を従来モデルの予測結果を上
回る現在の約1.4－3.0倍まで大幅に上昇させる可能性があ
ることが明らかとなった。
気候学的・生理生態学的要素がマラリア媒介蚊各種の
時空間的な分布に与える影響
Effect of climatological and ecophysiological factors on spatio-temporal
distribution of malaria vector species
加我　拓巳（Takumi Kaga）　　指導：太田　俊二
図１：インド各州（28州）でのGmaxとAPIの平均値の関係 図２：現在に対する将来でのGmaxの増加数の地理的分布
